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解説

★★★★ （1） 塩酸は「塩化水素」という物質の水溶液である。

★★★★ （2）

★★★★ （3）

★★★ （4） 電極Aでは塩素（黄緑色）、電極Bでは水素（無色）が発生する。

★★★★★ （5）

解説

★★★ （1） イオン式は覚えておこう！

★★ （2）

★★★ （3） 物質が水に溶け、陽イオンと陰イオンに分かれることを「電離」という。

★ （4） 電源装置の－につながれた方が陰極となる。

★★★ （5）

★★ （6） 陽極では塩素が発生する。化学式はCl2である。

★★★ （7） 塩素には漂白作用があるため、赤インクの色は消えていく（イ）。

★★★ （8） 化学反応式は覚えておこう！

★★ （9）

この実験でA陽極では塩素（Cl2）、B陰極では水素（H2）が発生していることから、塩素は水素よりも水に
溶けやすいので、気体Ａ（塩素）の体積が気体Ｂ（水素）の体積より小さくなる。

陽極では塩素が発生する。それぞれ陽極で発生するものは、ア塩素、イ銅析出、ウ酸素、エ酸素が発
生する。よってアが答えとなる。

陽極では塩素（Cl2）が発生するので、アとイが誤りになる。イオンは　　　で存在するため、電子を放出
することにより電気的中性Cl2となることからウが答えとなる。

水に溶かしたときその水溶液に電流を流すと流れる物質を「電解質」、水に溶かしたときその水溶液に
電流が流れない物質を「非電解質」という。

塩化銅水溶液の電気分解では陰極で銅が析出するので、イとなる。ちなみに陽極では塩素が発生す
るので、エとなる。

この実験でしばらくの時間、電流を流し続けると、銅が析出（塩化銅の青色の要因）するので、ビーカー
内の塩化銅水溶液の色はうすくなる（ウ）。

目標時間

50分

★・・・簡単 ★★・・・少し簡単 ★★★・・・標準 ★★★★・・・少し難しい ★★★★★・・・難しい ★★★★★★・・・かなり難しい

1.水溶液とイオン

単元4 化学変化とイオン

（2） （3） （5）

ウ

（1）

塩化水素 ウ ア

（4）
電極A 電極B

黄緑色 無色

1

   

（4） （5） （7）

（9）

イ

（8）

CuCl2→Cu＋Cl2 ウ

A イ

（6）
名前 化学式

塩素 Cl2

（1）

CuCl2→　　　　　＋　　　　

（2）

電解質

（3）

電離        
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解説

★★ （1）

★★★★ （2）

★★★ （3） 水に溶けてイオンに分かれることを「電離」という。

★★★ （4） 電解質と非電解質の物質は下の表にまとめた。

解説

★★★ （1） うすい塩酸には塩化水素（HCｌ）が溶けている。

★★ （2） 化学エネルギーを電気エネルギーに変えるしくみを「化学電池」という。

★★★★★ （3）

★★★★ （4）

★★ （5） プロペラが回転するものは電解質の物質なので、ウ塩化ナトリウム水溶液となる。

★★★★ （6）

★★★★★ （7）

Aが亜鉛版（－）、Bが銅板（＋）となるので、電子の流れ（－から＋）は電流の流れ（＋から－）と逆で
あるので、ｂとなる。

Ａが銅板（＋極）でＢが亜鉛板(－極）の電池となるので、(－極）　Zn→　　　　＋2⊖
（＋極）　2　　　　＋⊖⊖　→H2　となる。

まず、前提として、より陽イオンになりやすい(溶けやすい）金属が－極となる。実験①②よりZnよりもCu
の方が陽イオンになりやすい。実験③より、銅板が＋極マグネシウムが－極となり、銅よりもマグネシ
ウムの方が溶けやすい。実験④より、亜鉛版（＋極）、マグネシウム（－極）となり、亜鉛よりもマグネシ
ウムの方が溶けやすい。これらの結果よりマグネシウム、亜鉛、銅の順で溶けやすくなっている。

電池は、－極で生じた電子が移動するために回路に電流が流れる。ということは、－極では金属が電
子を失って陽イオンになる化学変化が起こっている。より陽イオンになりやすさをイオン化傾向という。
例えば、銅と亜鉛でつくった電池の場合、より陽イオンになりやすいのは亜鉛であり、亜鉛が－極となっ
て電子を放出する。このとき亜鉛は銅よりもイオン化傾向が大きいという。おもなイオン化傾向は次の
ようになる。左の金属ほど、電子を放出して陽イオンになりやすい。
Na＞Mg＞Al＞Zn＞Fe＞Cu＞Ag

A－の電気を帯びている粒子は電子、B＋の電気を帯びている粒子を陽子、C電気的中性の粒子を中
性子となりので、ウが答えとなる。

ナトリウムイオンは　　　　で表される。これは、ナトリウム原子が、電子を失ってできる陽イオンである
（ア）。
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（1） （2）

ウ ア

（3）

電離

（4）

ア、イ、オ

電解質 非電解質

物質
塩化ナトリウム、塩化水素、
水酸化ナトリウム、食塩など

砂糖、エタノールなど

（4） （5）

ｂ ウ

（6）

Zn→　　　　＋2⊖

（7）

マグネシウム、亜鉛、銅

（1） （2）

HCｌ 化学電池

（3）

銅板
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解説

★★★ （1）

★★★ （2） Dはうすい塩酸よりBTB液の色は黄色になる①、Bは食塩水なので、加熱すると白い固体が残る②.

★★ （3） リトマス紙をつけたとき、青色から赤色に変わるのは酸性の水溶液なので、うすい塩酸Dである。

★★★ （4）

★★★ （5）

★★ （6）

★★★ （7） ｐＨが7より小さい水溶液は酸性の水溶液なので、うすい塩酸Dとなる。下表参照。

水溶液ＣとＥは水酸化ナトリウム水溶液か石灰水なので、水溶液に二酸化炭素を吹き込み、白く濁っ
た方を石灰水とし、何も変化しなかった方を水酸化ナトリウム水溶液判断できる。

実験2で発生した気体は水素なので、水上置換法（イ）で集める。

Aがアンモニア水（エ）、Bが食塩水（イ）、Dがうすい塩酸（オ）となる。マグネシウムリボンを入れて気
体が発生するのは酸性の物質（うすい塩酸）である。

目標時間

50分

★・・・簡単 ★★・・・少し簡単 ★★★・・・標準 ★★★★・・・少し難しい ★★★★★・・・難しい ★★★★★★・・・かなり難しい

2.酸・アルカリとイオン

単元4 化学変化とイオン

1

【加熱後の変化】

白い固体が残る 何も残らない

石灰水
食塩水

水酸化ナトリウム水溶液
アンモニア水
うすい塩酸

【BTB液の色の変化と液性】

色 黄色 緑 青色

液性 酸性 中性 アルカリ性

物質 うすい塩酸 食塩水
アンモニア水

水酸化ナトリウム
石灰水

【ｐHと酸性・アルカリ性】

値 0≦ｐH＜7 ｐH=7 7＜ｐH≦14

液性 酸性 中性 アルカリ性

A B D

エ イ オ

（3） （5） （6） （7）

D

①

白い固体が残った

（2）

D ア

（4）

水素 エ

（1）
①

黄色になった
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解説

★★★★ （1）

★★★ （2）

★★★★ （3）

★★★ （4）

★★ （5） 酸とアルカリの中和の反応では、水と「塩（えん）」が生成される。

★★★ （6） 酸性雨は屋外にある銅像や歴史的建造物を溶かすなど、文化財に被害を与えている。

解説

★★ （1） アとイはアルカリ性の性質(塩酸は酸性）、ウが答え、エは水素が発生する。

★★ （2）

★★★ （3） 中和するときの化学反応式は覚えておこう！

★★★★★ （4）

★★★★★★ （5）

塩酸は酸性で電圧を加えると　　　（水素イオン）が電離することから、－極側の青色リトマス紙（Ⅱ）が
変化する。

水酸化ナトリウムはアルカリ性で電圧を加えると　　　（水酸化物イオン）が電離することから、＋極側の
赤色リトマス紙（Ⅲ）が変化する。

ア　水（中性）、イ　1％塩酸（酸性）、ウ　1％水酸化ナトリウム水溶液（アルカリ性）より、ｐＨの値の小さ
い方からイ、ア、ウとなる。

中和されるまでは水酸化物イオンは塩酸の水素イオンと結びつき水が生成されるため増えない。表を
みると4.0　　　　でBTB溶液の色は緑色(中性）になっていることから、4.0　　　以上加えたときに水酸化
物イオンは増える。

実験の表のD（BTB溶液が緑色）より、うすめた洗浄剤2.0　　　に含まれている塩酸は、1.0％の水酸化
ナトリウム水溶液4.0　　　でちょうど中和する。

2

  

   

（1） （3）

（6）

酸性雨

（2）
名称 イオン式

水素イオン

（4）

Ⅲ

名称 イオン式

水酸化物イオン

（5）

塩

Ⅱ
     

3

【ｐHと酸性・アルカリ性】

値 0≦ｐH＜7 ｐH=7 7＜ｐH≦14

液性 酸性 中性 アルカリ性

      

      

   

（1）

(a）

ウ

（2）

イ、ア、ウ

（3）

HCｌ＋NaOH→NaCl＋H2O

(ｂ）

エ

（4）

2.0   
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解説

★★★ （1）

★★★ （2）

★★★ （3）

★★★ （4） 中和の化学反応式は覚えておこう！

★★★★★ （5）

解説

水酸化バリウムに反応して白い沈殿が起きるのは、うすい硫酸である。H2SO4＋Ba（OH）2→BaSO4＋2H2O

硝酸銀に反応して白い沈殿が起きるのは、うすい塩酸である。HCl＋AｇNO3→AｇCl＋HNO3

★★★★ （1） 上記を参照する。

★★★★ （2） 硫酸バリウム（BaSO4）は白色である。

★★★ （3） 水酸化アリウムと硫酸の反応は中和で硫酸バリウム（BaSO4）塩と水ができる。

★★★★★ （4） この反応式はかなり難しい。正解した人はスゴイ！

★★★★ （5） 塩酸と硝酸銀で塩化銀（白色）が沈殿する。

ビーカーＡの容器内のモデルをみると水素イオン　　　が残っていることから酸性の性質となるため、
BTB溶液は黄色となる。

アルカリ性を示すものはビーカー内に水酸化物イオン　　　　が残っているものを選ぶとよいので、DとE
となる。

ビーカーBの容器内のモデルをみると水素イオン　　　が残っていることから酸性の性質となるため、
ｐHは7より小さくなる（ア）。

水酸化物イオンが水素イオンと反応して水が生じるため、A～C間では水酸化ナトリウム水溶液を加え
ても、水酸化物イオンは増えない。
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（3） （4）

ア

水酸化物イオンが水素イオンと反応して水が生じるため。

（5）

（2）

D、E HCｌ＋NaOH→NaCl＋H2O

（1）

黄色

  

5

H2SO4＋Ba（OH）2→BaSO4＋2H2O

（4） （5）

白色

（1）

うすい硫酸

（2） （3）

白色 中和
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